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文
永
弘
安
雨
度
の
蒙
古
襲
來
は
我
が
國
の
一
大
國
難
一
こ
し
て
、
時
局
多
難
の
際
彌
々
新
に
國
民
の
脳
裏
に
蘇
っ
て
來

石
。
近
時
諸
學
者
の
元
憲
研
究
は
戦
跡
に
一
段
の
光
明
を
與
へ
て
ゐ
る
が
、
更
に
戦
後
元
憲
の
我
が
國
に
與
へ
た
影
響

に
就
い
て
は
猶
今
後
の
究
明
に
俟
つ
も
の
が
多
い
。
例
へ
ば
思
想
的
に
國
民
の
自
覺
は
最
も
弧
調
せ
ら
れ
‐
經
濟
上
か

ら
見
れ
ば
多
額
の
費
用
を
要
し
戦
後
の
財
政
窮
迫
に
よ
っ
て
終
に
鎌
倉
幕
府
倒
壊
の
一
原
因
を
な
し
た
ご
言
は
る
ゞ
如

き
事
情
に
開
し
て
。

、
雨
度
の
戦
に
幸
に
し
て
襲
敵
は
退
け
ら
れ
た
け
れ
一
》
」
も
幕
府
の
戦
後
經
管
は
容
易
で
な
か
っ
た
。
就
中
差
當
っ
て
問

題
ざ
な
る
の
は
戦
功
諸
將
士
の
恩
賞
で
あ
る
。
國
内
の
戦
で
あ
れ
ば
敵
將
の
所
領
ぞ
授
收
し
て
味
方
の
將
士
に
分
配
す

れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
、
蒙
古
合
戦
に
常
つ
て
は
諸
將
士
の
苦
戦
は
非
常
な
も
の
で
あ
っ
た
が
之
に
酬
ゆ
ぺ
労
新
た
な

土
地
は
尺
寸
も
得
ら
れ
た
課
で
な
い
。
幕
府
は
此
の
苦
し
い
立
場
に
虚
し
て
、
難
問
を
如
何
に
し
て
解
い
た
か
。
以
下

小
論
は
此
の
方
面
に
さ
ゞ
や
か
な
考
察
を
試
た
も
の
で
あ
る
。

元
遥
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て

元
謹
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て

■■■■

､

緒

言

鏡

山
二
一
八

猛



〔
帝
王
編
年
記
〕
（
伏
敵
篇
一
一
ヨ
ル
、
以
下
特
二
断
り
無
キ
ハ
伏
敵
篇
所
收
ノ
モ
ノ
ナ
リ
）

文
永
十
一
年
十
月
十
七
日
。
自
二
九
剛
｝
早
馬
到
二
來
干
六
波
羅
｝
・
是
去
三
日
蒙
古
賊
人
於
二
對
馬
一
合
戦
云
々
。
十
八

日
依
二
蒙
古
軍
一
於
ｖ
院
有
二
議
定
｝
。
廿
八
日
。
筑
紫
飛
脚
到
來
、
壹
岐
島
被
二
打
取
一
云
々
・

幕
府
は
此
の
報
に
よ
っ
て
、
御
家
人
非
御
家
人
を
間
は
ず
戦
功
あ
る
背
は
賞
を
典
ふ
る
事
を
約
し
て
防
戦
の
士
を
募

ら
ん
一
こ
し
た
。

応
し
一
し
つ
の
子
○
０

然
し
こ
の
状
が
發
せ
ら
る
、
に
先
だ
っ
て
．
既
に
廿
日
の
夜
大
風
に
よ
っ
て
敵
船
多
く
砕
け
、
除
軍
も
逃
れ
た
た
め

元
窪
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て
一
二
九

蒙
古
人
襲
二
來
對
馬
壹
岐
一
、
致
二
合
戦
之
間
。
所
ｙ
彼
γ
差
二
這
軍
兵
一
也
。
且
九
國
住
人
等
其
身
樅
雌
ｙ
不
二
御
家
人
一

有
下
致
二
軍
功
乏
輩
上
。
可
ｖ
被
二
抽
賞
｝
之
由
。
普
可
ｙ
令
二
告
知
一
之
状
。
依
ｖ
仰
執
達
如
ｖ
件
。

武
蔵
守
（
在
判
〕

文
永
十
一
年
十
一
月
一
日

相
模
守
（
在
判
）

文
永
十
一
年
十
月
十
七
日
元
軍
襲
來
の
報
は
六
波
雑
に
達
し
、
次
で
廿
八
日
鎭
西
よ
り
の
飛
脚
は
壹
岐
の
敗
戦
を
報

〔
大
友
文
書
〕

大
友
兵
庫
入
道
殿

二
、
文
永
の
役
恩
賞



き
そ
の
例
で
あ
る
。

建
治
元
年
十
月
廿
九
日
案
主
菅
野
知
家
事
令
左
衛
門
少
尉

藤
原
別
當
相
模
守
卒
朝
臣
（
花
押
）

武
蔵
守
平
朝
臣
（
花
押
）

勲
功
賞
一
こ
し
て
土
地
の
配
給
が
行
は
れ
た
の
は
事
賞
こ
し
て
も
、
如
何
な
る
程
度
で
如
何
な
る
範
園
に
施
さ
れ
た
か

は
明
か
で
な
い
け
れ
き
も
、
次
の
弘
安
役
の
戦
功
者
一
仁
對
す
る
恩
賞
地
配
分
の
史
料
に
比
し
て
頗
る
資
料
の
乏
し
い
事

は
、
文
永
次
の
配
給
が
少
な
か
っ
た
事
を
思
は
せ
る
材
料
一
ご
な
る
。
思
ふ
に
施
す
べ
き
新
し
い
土
地
も
な
く
、
役
後
敵

の
再
來
に
術
ふ
る
に
忙
し
く
充
分
の
加
恩
地
配
分
の
始
末
も
つ
か
な
か
っ
た
隙
、
再
び
元
軍
は
襲
來
し
て
來
た
の
で
あ

ら
う
。
筒
ほ
幕
府
は
鎭
西
の
將
士
を
し
て
防
海
の
任
に
當
ら
し
め
、
諸
般
の
防
衞
工
事
、
戌
兵
の
事
を
掌
ら
し
た
た

め
、
御
家
人
の
財
政
的
救
助
も
行
は
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
島
津
氏
に
薩
摩
國
伊
作
莊
日
置
莊
の
地
頭
職
を
與
へ
し
如

元
窪
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て
一
三
○

に
そ
の
沙
汰
を
濁
れ
ず
し
て
終
っ
た
事
一
ご
思
は
れ
る
。
さ
れ
ば
｝
こ
て
防
海
の
任
に
當
っ
て
奮
闘
し
た
鎭
四
武
士
の
功
勢

を
無
硯
す
る
事
は
出
來
な
い
。
此
庭
に
幾
分
か
の
恩
賞
は
施
さ
れ
た
事
は
次
の
文
書
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。

〔
松
浦
黛
山
代
女
書
〕

將
軍
家
政
所
下
。

將
軍
家
政
所
下
。

仰
如
ｖ
件
。

肥
前
國
惠
利
。
補
二
任
地
頭
職
一
事
。
鋸
丸

右
依
二
亡
父
山
代
彌
三
郎
譜
去
年
蒙
古
合
戦
勲
功
賞
》
所
ｙ
被
二
宛
行
一
也
者
ｃ
早
守
二
先
例
一
・
可
ｖ
致
二
沙
汰
一
之
状
。
所
ｙ



「

文
永
役
後
七
年
一
に
し
て
弘
安
四
年
六
月
再
び
元
軍
は
筑
紫
に
襲
來
し
た
。
此
度
も
幸
一
に
所
謂
神
風
に
よ
っ
て
敵
は
退

け
ら
れ
た
が
、
幕
府
は
再
び
役
後
の
賞
地
問
題
に
悩
ま
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
鎭
西
將
士
の
統
帥
者
格
で
あ

っ
た
守
護
大
友
頼
泰
の
如
き
も
、
戦
役
五
年
を
經
た
弘
安
九
年
十
月
に
至
っ
て
初
め
て
恩
賞
地
の
下
女
を
得
て
ゐ
る
。

〔
大
友
家
文
書
〕

（
上
黒
）
髪
如
二
貞
親
代
寂
念
所
ｖ
韮
弘
安
九
年
十
月
廿
八
日
御
下
女
一
者
。
將
軍
家
政
所
下
。
可
早
大
友
兵
庫
頼
泰

法
師
錘
搾
鎮
耐
筑
前
國
怡
土
庄
志
摩
万
三
百
町
總
地
頭
職
事
。
右
依
一
弘
安
四
年
蒙
古
合
戦
之
忠
。
所
ｙ
被
一
宛
行
｝

也
云
々
（
下
暑
）
嘉
元
三
年
八
月
二
日
上
総
介
卒
朝
臣
花
押

此
虚
に
此
時
の
勲
功
賞
地
配
分
状
－
ご
思
は
れ
る
も
の
が
比
志
島
文
書
（
四
）
中
に
あ
る
か
ら
次
に
そ
の
全
文
を
引
用

す
る
。

〔
島
津
家
譜
〕

久
經
を
筑
前
國
仁
遣
し
成
兵
の
事
を
領
せ
し
む
。
此
時
蒙
古
の
賊
襲
ひ
至
ら
ん
一
こ
す
。
因
て
鎭
幽
の
國
々
を
し
て
城

を
筑
前
筥
崎
に
築
か
し
め
、
ま
も
り
の
兵
を
置
き
て
蒙
古
の
冠
に
術
ふ
。
故
に
こ
の
命
あ
り
。
（
建
治
）
二
年
丙
子

八
月
二
十
七
日
薩
摩
國
伊
佐
莊
日
置
莊
の
地
頭
職
を
賜
ふ
。

〔
比
志
島
文
書
〕
（
歴
史
地
理
五
十
八
ノ
五
、
相
田
二
郎
氏
論
文
「
異
國
警
固
番
役
研
究
」
引
ク
所
一
一
ヨ
ル
）

元
潅
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て
一
三
一

三
、
弘
安
の
役
の
恩
賞



元
冠
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て
三
三

者
。
自
身
下
向
之
由
定
丁
。
而
末
二
下
向
一
之
輩
有
ｖ
之
云
々
・
可
二
令
注
申
一
之
由
同
可
ｖ
相
二
鰯
守
護
人
》

弘
安
九
年
潤
十
二
月
八
日

一
、
守
護
人

遠
江
前
司
時
定
肥
前
國
高
木
西
郷
山
田
庄
領
家
惣
地
頭
職

（
北
力
）

大
宰
少
試
入
道
淨
忠
筑
後
國
三
毛
小
郷
預
所
職

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
Ｏ

大
友
兵
庫
入
道
々
忍
筑
前
國
始
土
庄
志
摩
方
三
百
町
惣
地
頭
職

一
、
爲
宗
人
々

武
藤
四
郎
右
衛
門
尉
盛
資
筑
前
國
療
病
寺
並
同
國
極
樂
寺
地
頭
職

（
田
ヵ
）

○
○
○
○
○
○
○
○
○
Ｏ
○

薩
摩
前
司
入
道
尊
覺
豐
前
國
上
毛
郷
内
原
井
村
阿
久
封
村
筑
前
國
小
山
田
村
金
口
六
郎
左
衞
門
尉
時
邇
跡

○
○
○

草
野
次
郎
繼
永
筑
前
國
久
重
示
萬
地
頭
職
景
資
跡

白
石
六
郎
左
衞
門
尉
通
武
筑
前
國
佐
野
次
郎
丸

澁
谷
河
内
權
守
重
郷
法
師
木
工
助
三
郎
入
道
々
念
跡
筑
前
國
今
原
號
金
井
手
地
頭
職

○
○
○
○
○
○
○

詫
磨
別
當
次
郎
時
秀
豐
前
々
司
景
寳
跡
筑
前
國
志
立
地
頭
職

嶋
津
大
隅
大
炊
助
長
久
法
師
肥
後
國
相
良
領
少
郷
入
道
跡

戸
次
二
郎
右
衛
（
門
脱
）
尉
重
秀
法
師
人
行
地
死
去
□
□
口
重
號
跡

○
○
○
○
○
○
○

武
藤
五
郎
左
衛
門
尉
經
平
法
師
肥
前
國
那
久
野
村
地
頭
職
豊
前
々
司
景
資
跡



竹
井
五
郎
入
道
豐
後
國
岩
手
彦
太
郎
跡

河
邊
次
郎
肥
後
國
梁
瀬
宮
提
矢
上
孫
三
郎
泰
繼
跡

次
同
勲
功
賞

臼
木
七
郎
兵
衛
尉
氏
家
子
息
等
薩
摩
國
鹿
兒
島
郡
司
職
内
十
分
一
矢
上
孫
三
郎
跡

米
生
叉
三
郎
種
盛
子
息
同
前
十
分
一

田
尻
次
郎
種
憲
子
息
同
前
十
分
一

○
○
○
○
○
Ｏ
○
○
○
○

同
三
郎
子
息
同
前
十
分
一

同
四
郎
種
繼
跡
同
前
十
分
一

米
生
九
郎
種
有
子
息
同
前
十
分
一

矢
俣
兵
衛
尉
跡
信
成
子
息
同
前
十
分
一

野
中
佐
術
門
三
郎
憲
通
法
師
同
前
十
分
一

香
西
叉
太
郎
定
度
跡
同
前
十
分
一

田
尻
輔
房
親
賀
子
息
河
邊
彌
次
郎
配
分
跡
十
町

班
鴫
父
太
郎
跡
祁
崎
庄
配
分
残
十
町

此
外
薩
摩
守
護
人
跡
御
教
書
一
通

去
年
岩
門
合
戦
勲
功
人
事

元
冠
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て

一
一
一
一
一
一
一

野



元
君
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て

武
藤
四
郎
右
衞
門
尉
盛
資
筑
後
蝋
竹
井
庄
領
家
職

薩
摩
太
郎
左
衞
門
尉
礁
房
壹
岐
瀬
戸
浦
預
所
職

筑
前
國
御
家
人
野
介
次
郎
右
衞
門
入
道
々
蓮
筑
前
國
水
城
村
水
城
左
衞
門
尉
跡

江
見
民
部
六
郎
景
忠
豊
前
園
安
吉
為
久
光
三
ヶ
所
兵
庫
次
郎
兵
衛
尉
跡

白
石
美
野
叉
次
郎
迩
繼
肥
後
國
松
浦
庄
内
甘
木
村
兵
庫
馬
三
郎
能
範
跡

土
々
呂
木
叉
六
家
直
肥
前
國
松
浦
庄
内
石
垣
村
同
跡

小
濱
彌
藤
三
郎
幸
爲
筑
前
國
下
座
郡
内
燈
油
田
畠
武
藤
四
郎
左
衞
門
尉
跡

神
田
五
郎
糺
筑
前
國
乙
犬
丸
三
分
一
筥
崎
執
行
成
直
跡

綾
部
左
衞
門
三
郎
重
幸
同
三
分
一
同
前

土
々
呂
木
四
郎
左
衞
門
入
道
爲
能
同
三
分
一
同
前

同
七
郎
家
基
筑
前
國
蒲
田
別
府
倉
永
名

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

相
祁
兵
衞
六
郎
家
弘
筑
前
國
那
河
東
郷
岩
門
十
分
一
金
田
六
郎
左
衛
門
尉
跡

住
吉
神
主
佐
伯
政
秀
同
前

多
比
良
五
郎
入
道
尊
聖
同
前

班
嶋
左
衞
門
三
郎
同
前

塞
永
井
原
三
郎
同
前

二
二

四

ノ



青
木
九
郎
頼
群
峰
同
前

三
原
八
郎
種
能
同
前

八
樂
彌
藤
次
郎
重
俊
同
前

打
橋
平
内
左
衞
門
尉
泰
幸
同
前

古
飯
三
郎
兵
衞
入
道
同
前

松
浦
次
郎
延
肥
前
國
松
浦
庄
内
加
々
良
嶋
田
在
家
兵
庫
馬
三
郎
跡

吉
飯
次
郎
資
景
筑
後
國
三
毛
庄
北
郷
内
田
在
家
永
知
二
郎
兵
尉
重
朝
跡

打
橋
越
前
法
橋
能
賢
筑
前
國
犬
垣
小
本
入
道
種
阿
友
利
四
反
地
子
後
家
明
藤
次

曾
根
崎
縫
珍
法
橋
慶
増
豊
前
剛
佐
野
次
郎
丸
兵
庫
馬
二
郎
兵
衞
入
道
跡

宇
良
金
崎
次
郎
入
道
々
眼
豊
前
國
東
濱
田
地
同
前

田
中
七
郎
入
道
善
光
豊
前
國
時
口
名
田
地
同
前

相
祁
浦
次
郎
入
道
妙
蓮
豊
前
剛
阿
彌
陀
怖
寺
大
通
新
開
田
地
抑
寶
挾
院
佛
性
田
同
前

倉
上
彌
滕
次
兵
衛
入
道
豐
前
剛
質
干
入
道
正
行
跡
青
木
別
書
符
田
戸
数

此
の
文
書
は
前
後
關
文
一
こ
な
っ
て
ゐ
る
断
簡
ら
し
い
が
、
蒙
古
合
戦
の
恩
賞
地
の
配
分
を
記
し
た
事
は
、
先
に
塞
げ

た
大
友
文
書
に
怡
土
庄
志
摩
方
三
百
町
惣
地
頭
職
を
給
昏
こ
あ
る
に
符
合
す
る
條
あ
る
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
術
田

尻
文
書
に
も
薩
摩
國
鹿
兒
島
郡
司
職
十
分
ノ
ー
を
領
知
せ
し
む
る
由
が
見
へ
て
ゐ
る
。

元
潅
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て
一
三
五



元
君
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て
一
三
六

〔
田
尻
文
書
〕

可
γ
令
三
早
田
尻
三
郎
種
重
子
息
領
二
知
朧
座
幽
鹿
兒
島
郡
司
職
内
拾
分
壹
一
事
。
右
依
二
蒙
古
合
戦
之
忠
一
所
ソ
被
二
宛

行
↓
也
者
。
早
守
二
先
例
一
可
ｙ
令
二
領
掌
一
之
壯
。
依
ｙ
仰
下
知
如
ｙ
件

弘
安
九
年
閏
十
二
月
二
十
二
日

相
模
守
卒
朝
臣
（
貞
時
）
判

陸
奥
守
平
朝
臣
（
業
時
）
判

前
の
大
友
氏
の
配
地
一
ご
云
ひ
，
此
の
田
尻
氏
の
給
分
一
こ
い
ひ
、
弘
安
九
年
末
の
文
書
で
あ
る
か
ら
、
前
掲
の
比
志
島

文
書
一
こ
年
月
配
分
地
適
應
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
幕
府
は
弘
安
九
年
も
末
近
く
大
友
等
の
守
護
よ
り
始
め
て
、
漸

次
主
要
戦
功
者
に
賞
令
ぞ
施
し
た
も
の
↓
ご
思
は
れ
る
。
然
る
に
比
志
島
文
書
穐
段
の
「
去
年
岩
門
合
戦
動
功
人
事
」
以
下

の
配
分
地
は
蒙
古
合
戦
に
よ
る
恩
賞
一
こ
は
限
ら
ぬ
ら
し
い
。
そ
れ
は
武
藤
盛
資
の
如
き
前
後
胴
條
に
於
て
配
分
を
受
け

て
ゐ
る
に
よ
っ
て
伺
は
れ
る
。
然
ら
ば
岩
門
合
戦
こ
は
如
何
な
る
事
件
を
指
す
か
。
歴
代
鎭
西
要
略
に
よ
れ
ば

〔
歴
代
銅
西
要
略
巻
弓
史
籍
集
覺
所
收

（
弘
安
）
八
年
乙
酉
太
宰
豐
前
守
貸
氏
郵
鰄
捷
露
罷
識
識
居
二
於
岩
戸
城
蟇
蒙
古
合
戦
之
功
｝
有
裳
嫡
之
意
｝
ｏ
権
ｙ

兵
修
ゞ
城
都
督
府
遣
二
管
内
之
武
士
征
二
岩
門
城
一
・
主
致
ｖ
死
。
其
子
彼
ソ
宥
・
號
二
豐
前
守
經
氏
一
。
子
孫
稀
二
平
井
氏
一

傳
二
肥
前
州
一
・
孵
二
岩
門
合
戦
一
是
也

－
ご
あ
る
。
則
ち
弘
安
八
年
守
護
少
式
經
資
の
弟
景
資
が
叛
を
計
り
し
を
岩
門
合
戦
一
こ
い
ふ
の
で
あ
る
。

少
試
氏
は
武
藤
系
圖
（
績
群
書
類
從
第
六
輯
上
系
圖
部
）
に
よ
れ
ば



■

一
こ
あ
り
も
一
こ
武
藤
姓
を
孵
し
大
宰
少
試
に
任
ぜ
ら
れ
少
式
｜
ご
名
乘
つ
た
も
の
で
あ
る
。
景
資
は
前
少
式
資
能
の
二
男
に

生
れ
其
傳
に
も
あ
る
如
く
弘
安
の
役
に
は
蒙
古
の
大
將
を
射
取
ｈ
輝
し
い
軍
功
今
ぞ
建
て
”
ゐ
る
。
鎭
西
要
略
は
景
資
威

望
に
任
せ
兄
經
資
の
大
宰
少
式
の
位
を
奪
は
ん
一
こ
し
た
事
に
岩
門
合
戦
の
原
因
を
懸
け
て
ゐ
る
。
景
寳
の
禰
根
は
果
し

て
少
式
職
の
纂
位
に
あ
っ
た
か
猶
問
題
こ
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
そ
の
原
則
を
暫
く
措
い
て
兎
も
角
此
の
景
資
の
擾
乱

は
蒙
古
合
戦
恩
賞
地
の
不
足
一
Ｌ
苦
慮
し
て
ゐ
た
幕
府
に
取
っ
て
は
旱
天
に
雨
露
を
得
た
思
あ
ら
し
め
た
。
即
ち
比
志
島

文
書
に
よ
る
に
景
資
の
混
收
地
が
蒙
古
合
職
勵
功
の
配
地
に
振
り
當
て
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
景
資
跡
に
し
て
新
し

く
配
分
さ
れ
た
地
頭
職
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

地
名
所
職
新
知
行
者

筑
前
國
久
重
示
萬
地
頭
職
ｌ
草
野
次
郎
繼
永

筑
前
國
志
立
地
頭
職
ｌ
詫
磨
別
常
次
郎
時
秀

肥
前
國
那
久
野
村
地
頭
職
ｌ
武
藤
五
郎
方
衞
門
尉
經
卒
法
師

元
冠
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て
一
三
七

１

經

責號
大
宰
少
試
法
名
淨
悪

寳
能
Ｉ
ｌ
景
資
豊
前
守

號
前
少
式
豐
前
守
法
名
斑
惑
率
窪
螺
蝿
一
蝿
該
檸
諦
畑
癖
跡
岻
奉
古
大
將
於
百
道
原
射
留
ラ
ル
。

Ｉ
盛
資
豊
前
次
郎



元
冠
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て
一
三
八

右
は
景
責
跡
さ
明
記
あ
る
も
の
の
み
で
あ
る
が
、
凡
て
新
知
行
者
は
爲
宗
人
々
｜
こ
し
て
蒙
古
の
防
戦
に
重
要
な
功
績

を
残
し
て
ゐ
る
者
で
あ
る
。
同
じ
く
爲
宗
人
々
の
う
ち
の
薩
摩
前
司
入
道
尊
覺
の
恩
賞
一
こ
し
て
受
け
た
土
地
は
、
景
責

の
乱
に
連
座
し
た
金
田
六
郎
左
衞
門
尉
時
這
の
跡
で
あ
る
。
金
田
時
道
は
景
資
の
根
源
地
岩
門
地
方
を
領
有
し
て
ゐ
た

が
、
合
戦
後
そ
の
土
地
は
没
收
せ
ら
れ
鎭
厘
の
功
あ
り
し
諸
士
一
Ｌ
配
分
さ
れ
て
ゐ
る
。
右
の
四
條
が
景
責
等
の
授
收
地

が
蒙
古
合
戦
勲
功
賞
に
轄
用
さ
れ
た
事
を
明
か
に
知
り
得
る
範
園
で
あ
る
。
次
に
去
年
岩
門
合
戦
云
々
以
下
の
勲
功
賞

は
、
凡
て
景
資
の
謀
に
加
は
つ
た
者
の
没
收
さ
れ
た
土
池
こ
思
は
れ
る
。
そ
れ
等
の
國
は
筑
前
、
筑
後
、
肥
前
、
豊

前
に
限
ら
れ
少
試
氏
の
守
護
一
こ
し
て
勢
力
を
有
し
て
ゐ
た
範
園
に
止
る
に
よ
っ
て
推
察
し
得
る
所
で
あ
る
。
而
も
主
謀

者
た
る
景
資
の
授
收
地
は
岩
門
合
戦
の
功
勢
者
に
與
へ
ら
れ
ず
し
て
、
蒙
古
防
戦
の
有
力
者
に
轄
與
さ
れ
た
の
で
あ

眞
仁
岩
門
合
戦
の
結
果
は
幕
府
に
絶
好
の
機
會
が
與
へ
ら
れ
た
か
に
見
え
る
。
吾
糞
は
軍
に
之
ぞ
隅
發
の
好
機
↓
こ
看

過
し
て
よ
い
も
の
で
あ
ら
う
か
。
時
は
恰
も
恩
賞
地
配
分
策
に
悩
ま
さ
れ
恩
賞
の
沙
汰
は
遅
延
を
重
ね
て
ゐ
る
際
で
あ

る
。
鎭
西
防
海
の
諸
士
は
恩
賞
一
し
防
備
賀
に
し
き
り
に
幕
府
に
要
求
す
る
所
が
あ
っ
た
も
の
一
ご
思
は
れ
る
。
此
の
時
に

起
っ
た
武
藤
氏
の
志
争
の
裏
一
Ｌ
は
幕
府
の
秘
策
が
潜
ん
で
ゐ
な
い
だ
ら
う
か
。
勿
論
人
事
の
複
雑
は
一
片
の
憶
測
を
以

て
正
鵠
を
得
る
事
難
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
吾
々
は
此
の
場
合
右
の
推
察
〃
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。
加
之
北
條
氏
は
先

に
そ
の
一
族
名
越
時
章
を
肥
後
の
國
の
守
護
職
こ
し
．
今
又
北
條
時
定
を
鍾
幽
府
護
人
一
こ
し
て
下
向
せ
し
め
た
隙
で
あ

る
。
幕
府
は
自
家
の
勢
力
を
鎭
西
の
地
に
及
ぼ
す
に
努
め
た
結
果
は
、
少
載
景
責
の
如
き
最
も
名
聲
ま
れ
る
武
將
一
ご
雨

ヲ
Ｃ
Ｏ



b

立
し
難
い
立
場
に
置
か
れ
る
。
景
寳
の
討
伐
せ
ら
る
ゞ
や
動
功
者
さ
し
て
武
藤
椛
資
が
初
づ
躯
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
は

元
志
の
役
に
も
爲
宗
人
雫
こ
し
て
名
を
翠
げ
ら
れ
て
ゐ
る
所
恐
ら
く
は
景
責
の
弟
前
掲
武
藤
系
圖
中
豊
前
次
郎
盛
資
に
外

な
ら
な
い
の
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
兄
弟
間
の
不
和
固
よ
り
存
し
た
事
さ
も
察
せ
ら
る
、
が
之
を
利
用
し
或
は
誘
引
し
激

化
せ
し
め
た
黒
幕
ぞ
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
宛
も
同
様
な
事
件
が
資
能
の
父
（
即
ち
景
資
の
旭
父
）
資
頼
一
ご
兄
頼
忠

一
こ
の
間
に
演
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
同
じ
く
武
藤
系
圖
中
に

頼
忠
號
武
藤
太
郎

爲
大
力
。
依
好
悪
事
。
源
頼
朝
御
代
之
始
。
被
仰
付
舍
弟
資
頼
被
討
了
。

さ
あ
如
る
く
源
家
の
命
に
よ
っ
て
武
藤
兄
弟
州
攻
む
る
の
例
を
残
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
今
叉
景
資
等
兄
弟
骨
肉
相
喰

む
の
惨
事
辛
繰
ｈ
返
す
。
そ
の
背
後
に
は
や
は
り
北
條
氏
一
流
の
苦
肉
策
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

か
く
し
て
最
も
多
く
の
恩
賞
を
受
く
ぎ
者
の
一
人
で
あ
っ
た
景
資
も
悲
隆
な
最
後
を
遂
げ
彼
及
び
彼
の
輩
下
の
領
地

が
蒙
古
防
戦
の
將
士
に
分
配
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

鍵
の
比
志
島
文
書
に
現
れ
た
恩
地
給
分
を
受
け
た
詣
將
は
、
守
護
及
宗
た
る
人
々
、
井
ぴ
に
之
に
準
す
る
主
脳
脊
の

み
で
あ
る
。
以
上
の
人
糞
は
幕
府
よ
り
直
接
下
文
若
く
は
下
知
状
を
以
て
配
地
を
受
け
た
で
あ
ら
う
。

次
に
そ
れ
以
下
の
軍
功
あ
っ
た
將
士
に
對
し
て
は
、
幕
府
は
大
友
少
試
の
雨
守
護
に
命
じ
土
地
を
頒
給
せ
し
め
て
ゐ

元
憲
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て
一
三
九

四
、
正
應
度
の
配
分
地



弓

〔
大
友
家
女
書
〕

鎭
西
官
軍
異
賊
合
戦
賞
事

蒙
古
合
戦
勲
功
賞
事
。
交
名
井
田
獣
注
文
這
ｖ
之
。
早
遂
二
検
注
一
。
守
二
注
文
｝
ｃ
可
ｖ
令
ｙ
分
二
付
之
一
・
屋
敷
在
家
畠
地

等
者
。
追
二
田
數
分
限
一
・
可
γ
令
二
省
宛
一
・
次
林
疵
佛
寺
晃
田
井
甲
乙
人
給
分
。
河
海
野
畠
山
等
者
。
暗
難
二
配
分
｝
・

マ
込

然
者
所
出
井
所
務
之
故
實
分
明
可
ｙ
令
二
注
進
》
・
彼
状
到
來
之
時
。
面
々
可
ｙ
成
二
御
下
女
一
也
ｃ
但
於
二
今
年
所
當
一
者
。

令
二
收
納
。
可
ｙ
注
二
申
員
數
一
状
。
依
仰
執
達
如
ソ
件

弘
安
九
年
十
月
十
九
日

相
模
守
（
貞
時
）

陸
奥
守
（
業
時
）

兵
庫
入
道
殿
（
頼
泰
）

太
宰
少
試
入
道
殿
（
貞
經
）

大
友
少
試
雨
氏
は
右
の
教
書
一
卜
基
い
て
配
分
の
沙
汰
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
沙
汰
書
は
右
の
御
教
書
を
發
し
た

弘
安
九
年
の
翌
年
正
應
元
年
十
月
三
日
の
日
付
け
の
も
の
一
こ
叉
そ
の
翌
年
正
應
二
年
一
二
月
十
二
の
も
の
一
こ
あ
り
、
都
合

二
ヶ
度
に
亘
っ
て
發
し
て
ゐ
る
。

再

初
づ
正
應
元
年
度
の
例
さ
し
て
志
賀
文
書
を
塞
げ
る
事
が
出
來
る
。

ｚ
》
０〔

志
賀
女
書
〕

、

元
潅
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て

、

一
四
○



第
一
表

弘
安
四
年
蒙
古
合
戦
勲
功
賞
“
筑
前
國
三
奈
木
庄
地
頭
預
所
雨
職
配
分
事
。
一
人
豐
後
剛
志
賀
太
郎
泰
朝
法
師
。
田

地
五
町
（
下
庄
木
部
郷
二
圖
九
里
）
昆
敷
三
箇
所
（
六
郎
丸
名
内
）
畠
地
壹
町
（
成
吉
名
内
）
右
就
二
孔
子
｝
配
分
如
ｖ

此
・
有
ｖ
限
佛
祁
事
。
守
二
先
例
一
不
可
γ
有
二
慨
怠
｜
之
状
如
γ
件
。

正
應
元
年
十
月
三
日
沙
彌
花
押
（
少
試
貞
經
入
道
）

沙
彌
花
押
（
大
友
貞
宗
入
道
）

以
下
の
諸
氏
文
書
も
同
様
な
形
態
を
有
し
て
ゐ
る
か
ら
、
一
覧
に
便
に
す
る
爲
め
表
記
し
て
見
る
。

一

朧
摩
鬮
澁
谷
卒
四
郎
有
重
法
師
跡

孫
子
魏
三
、
魏
鶴
、

養
子
李
次
、
公
重
、
法
家

薩
摩
閥分
寺
留
守
備
後
次
郎
友
兼

豐
後
國
志
賀
太
郎
泰
朝
法
師

犬
隅
國
彌
燈
次
郎
清
親

藤
摩
観
武
光
三
郎
師
兼

元
潅
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て

筑 筑 筑 筑
前 前 前 前
閥 國 國 國
早 早 早 早
良 良 良 良
郡 郡 郡 郡
比 比 七 七
伊
胤 臘 蝋卿

一一F=一一一一一一

畠屋晩田畠尾田畠尾田畠犀田
地散争池地敷地地敷地地敷地
一 リ

而四鵬十一三五六二三六二三
一ケ繁町ケ ケ ケ
食恥除町所町段所町段所町

一三五六二三六二三
ケ ケ ケ

町所町段所町段所町

筑
前
國
三
秦
本
庄

一一

’ 畠屋用
地獅也

一三五
ケ

町所町

地
頭
職

地 地 地
頭 頭 頭

地
頭
誠職 職 賊

預
所
職
一
佛
祁
事

四
ヘ

本佛
所祁
ノ事

本所ノ

『
佛
祁
寺

一
木
肌
ノ
年
貢

、
ｈ
何
。
抑
ド
デ
ｒ

－
何
堕
凧
↓
斗

一
本
所
ノ
年
貢

（
榊
榊
錦
年
貢

一

年
貢
一
入
來
院
氏
文
書

薩
藩
菖
記

伏
敵
篇
巻
莊

薩
摩
鱈
記

國
分
寺
文
書

志
賀
文
書

島
津
文
書

被
配
給
者
一
配
分
地
並
二

段
別

｜
所
職
名
一



元
志
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て
一
四
二

参
考
〔
龍
造
寺
至
圖
〕
家
盆
兄
秀
時
與
二
蒙
古
｝
合
戦
時
時
與
二
秀
友
一
。
共
警
固
博
多
一
防
戦
。
兄
弟
討
死
因
是
家
益

繼
二
家
督
一
賜
二
肥
州
龍
造
寺
邑
及
筑
前
比
伊
郷
筑
後
國
荒
木
邑
地
頭
職
一
ｃ

次
に
正
應
二
年
度
配
分
状
の
例
一
こ
し
て
松
浦
薫
山
代
文
書
浄
畢
げ
や
う
。

弘
安
四
年
蒙
古
合
戦
勲
功
賞
、
肥
前
國
祁
崎
廃
配
分
事
。
一
人
肥
前
國
山
代
叉
三
郎
榮
、
田
地
拾
町
（
竹
村
郷
）
利

田
里
八
坪
十
丈
東
依
、
九
坪
一
段
一
丈
中
西
依
、
十
一
坪
一
段
四
丈
、
二
坪
五
段
中
、
十
三
坪
九
段
二
丈
、
十
四
坪

六
段
、
十
五
坪
四
段
、
十
六
坪
四
段
三
丈
、
十
七
坪
七
反
四
丈
、
十
八
坪
九
反
三
丈
、
十
九
坪
六
反
三
丈
、
廿
泙
一

段
西
依
、
廿
一
坪
五
反
三
丈
、
廿
二
坪
四
反
三
丈
、
廿
三
坪
九
反
二
丈
、
廿
四
坪
五
反
中
、
廿
五
坪
一
町
、
廿
六
坪

四
反
三
丈
内
一
反
二
丈
中
東
依
（
屋
數
）
上
條
卿
岩
田
村
一
宇
乙
有
松
、
松
崎
里
十
坪
一
宇
小
比
光
吉
、
同
里
十
七

坪
一
宇
小
比
光
吉
（
畠
地
）
上
條
郷
加
納
中
郷
松
崎
里
廿
三
坪
一
反
中
小
比
光
吉
、
廿
四
坪
四
段
小
比
光
吉
。
右
就
二

孔
子
一
配
分
如
ｖ
此
◎
有
ｙ
限
佛
祁
事
。
不
ｖ
可
ｙ
有
二
慨
怠
］
之
状
如
ｖ
件
。

正
應
二
年
三
月
十
二
日

沙
彌
在
判
（
少
試
）

沙
彌
在
判
（
大
友
）

此
の
度
の
配
分
は
凡
て
肥
前
の
國
祁
崎
の
庄
が
宛
て
行
は
れ
た
ら
し
く
、
以
下
表
記
す
る
諸
例
何
れ
も
肥
前
剛
祁
崎

庄
配
分
事
ご
書
出
し
て
あ
る
。
配
分
地
は
叉
何
れ
も
同
地
に
未
だ
行
は
れ
て
ゐ
た
條
里
坪
付
け
を
以
て
そ
の
位
置
を
示

し
最
後
は
「
右
就
二
孔
子
一
配
分
如
ｖ
此
・
有
ｙ
限
佛
紳
寺
不
ｙ
可
ｙ
有
二
僻
怠
一
之
状
如
ｙ
件
。
」
を
以
て
終
っ
て
ゐ
る
。
所

職
は
何
等
名
目
な
く
、
課
徴
篭
目
は
凡
て
佛
祁
事
料
で
あ
ゐ
。
前
例
に
倣
っ
て
表
記
す
れ
ば



右
は
確
賞
明
瞭
な
る
配
分
状
の
み
を
畢
げ
た
の
で
あ
る
が
、
祁
崎
の
庄
配
分
の
文
書
記
録
は
尚
多
数
存
し
て
ゐ
ゐ
。

即
ち
次
の
諸
例
を
繋
げ
得
る
。

〔
近
藤
文
書
〕
（
筑
後
國
史
ニ
ョ
と

有
田
兵
衛
一
節
費
國
蒙
古
合
戦
勲
功
地
肥
削
國
祁
崎
庄

一
、
あ
り
た
の
ひ
や
う
え
二
ら
う
す
け
く
に
が
も
う
こ
か
つ
せ
ん
く
人
こ
う
の
ち
ひ
せ
ん
の
く
に
か
ん
ざ
き
の
し
や
う

田
地
五
町

の
う
ち
で
ん
ち
五
ち
や
う
云
麦
毎
永
仁
五
年
十
月
廿
五
日
付
）

元
志
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て
一
四
三

第
二
表
（
所
職
名
及
課
徴
費
目
は
右
の
如
く
な
れ
ば
省
暑
す
。
）

８
頁
間
Ｎ
Ｎ
ｕ
日
岡
Ⅲ
皿
■
日
日
■
日
出
角
川
ｌ
哨
町
Ｊ
丙
０
Ｊ
１
４
０
閂
４
１
１
１
１
１
曲
‐
１
０
１
■
１
ｕ
Ｊ
Ⅳ
被
配

肥
前
園
山
代
父
三
郎
榮

肥
前
剛
宇
禮
志
野
□
□
口
氏
子
息
転
雲

肥
前
國
大
野
岩
崎
太
郎

肥
前
國
滕
津
庄
大
村
叉
太
郎
家
信

肥
前
國
深
堀
彌
五
郎
時
仲

肥
前
観
墓
崎
後
藤
十
郎
定
明
法
師
子
息
五
郎
頼
明

給

１
日
Ｉ
Ｉ
Ｉ
８
０
Ｕ
Ⅱ
１
１
１
１
Ｉ
０
１
Ｉ
１
Ｉ
１
ｉ
１
４
ｄ
１
ｌ
ｊ
４
ｌ

｜
配
給
地

者

’

榊
崎
庄

肺
崎
庄

祁
崎
庄

紳
崎
庄

凧I 脚

崎崎
庄 庄

|菖蔑霊耐冨罰菖罰畠蔑畠罰
地蚊地地敷地地恢地地蚊地地敷地地敷地

一一三一一三欠欠三二一五五二十五三十
段 ケ ヶ

|段宇町段宇町 町丈宇町段所町段所町

並

二
段
別

｜
肌
〈
操
ノ

武
雄
後
藤
文
書

『
ト
ー
１
１
１
川
■
■
■
■
■
■
８
Ⅱ
日
日
且
■
■
凹
日
■
■
飼
凹
日
凹
日

松
浦
潔
山
代
文
書

嬉
野
家
古
文
書

深
江
文
書

東
妙
寺
文
書

深
洲
系
間
證
文
記
録

１
１

文
書



元
憲
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て
一
四
四

〔
宗
像
祗
家
文
書
總
目
録
〕
（
伺
麺
認
定
吟
誕
鰔
淋
蒜
拝
隷
雫
珂
唯
經
）

一
、
肥
前
國
祁
崎
庄
五
町
文
番

一
通
田
地
註
文
並
埣
付
正
應
二
年
三
月
十
二
日

弘
安
四
年
蒙
古
合
戦
動
功
之
地
也
（
下
黒
）

〔
青
方
文
書
〕
（
蹄
識
唾
韮
諦
癖
識
）

松
浦
青
方
次
郎
四
郎
重
印
肥
前
國
抑
崎
庄
内
田
地
参
町
屋
敷
畠
地
等
事
申
状
具
書
叩
γ
此
云
知
行
之
年
限
｝
云
一
相
傳

次
第
「
載
二
起
請
之
訶
一
可
ｙ
令
二
注
申
一
由
所
ｙ
候
也
仏
執
逹
如
ｙ
件

正
平
十
七
年
十
月
八
日

沙
彌
道
哲
花
押

沙
彌
道
雄
花
押

営
庄
胴
政
所
殿

〔
河
野
栗
譜
〕
對
馬
守
通
有
（
中
暑
）
恩
賜
肥
前
幽
紳
崎
庄
乙
内
小
崎
郷
同
加
納
下
東
郷
一

〔
西
牟
田
栗
圖
〕
西
牟
田
彌
次
郎
永
家
弘
安
四
年
（
中
署
）
抽
ｖ
功
。
於
ｙ
是
之
賞
賜
肥
前
國
艸
崎
郡
中
數
箇
｝

〔
江
上
栗
圖
〕
江
上
左
衞
門
尉
太
郎
九
郎
種
宗
誇
蠣
氏
法
名
文
永
弘
安
雨
度
合
戦
抽
軍
功
一
丁
爲
一
恩
賞
↓
任
左
衝
門
尉

賜
二
肥
前
國
祇
崎
庄
之
内
丼
筑
後
國
山
門
山
下
二
郡
之
内
｝

〔
深
江
系
圖
〕
鬘
畠
深
江
三
郎
次
郎
頼
泰
驍
錘
弘
安
四
年
七
月
蒙
古
合
戦
勲
功
之
賞
、
肥
前
國
神
崎
庄
内
竹
村
郷
員
得

之
地
同
國
彼
杵
郡
伊
佐
早
之
内
船
越
村
等
之
給
二
地
頭
職
一

●

マ
ロ

〔
菊
地
風
土
記
〕
有
隆
亦
星
一
雨
薙
髪
號
宗
慰
弘
安
元
年
八
月
蒙
古
襲
來
赴
筑
州
合
戦
蒙
古
大
將
討
捕
此
時
從
天
下
賜

赤
星
氏
玉
名
郡
之
内
七
百
町
豊
前
剛
規
矩
郡
肥
前
國
祁
崎
庄



右
の
諸
例
の
外
賞
地
拝
受
の
事
を
記
し
た
記
録
も
あ
る
が
年
次
不
明
或
は
事
實
の
信
擦
し
難
い
鮎
を
含
ん
で
ゐ
る
か

ら
今
省
署
し
て
置
く
。
史
料
の
紹
介
は
以
上
に
止
め
、
今
少
し
く
前
二
表
の
配
分
状
の
内
容
を
検
討
し
や
う
。

初
づ
被
給
者
の
住
剛
一
ご
配
分
地
の
開
係
を
見
る
に
大
隅
薩
摩
豐
後
の
如
き
剛
の
住
人
が
筑
前
の
土
地
を
受
け
、
神
崎

の
庄
は
大
多
数
肥
前
國
の
住
人
に
分
配
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
を
知
る
。
蒙
古
防
戦
の
地
筑
前
に
於
て
先
づ
土
地
の
分
配
が

行
は
れ
肥
前
園
の
將
士
に
は
遅
れ
て
神
崎
の
庄
が
分
與
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
は
例
外
も
あ
り
筑
前
國

の
者
に
し
て
祁
崎
庄
を
受
け
肥
前
の
住
人
に
し
て
自
國
以
外
の
地
ぞ
受
け
た
例
も
無
い
で
は
な
い
。

次
に
分
配
地
の
段
別
に
就
い
て
は
正
應
雨
度
を
通
じ
て
田
地
十
町
、
五
町
、
三
町
の
三
級
が
あ
る
事
を
注
意
す
べ
き

で
あ
る
。
此
の
田
地
の
三
等
級
に
應
じ
て
屋
敷
及
び
畠
地
が
や
は
り
三
級
に
分
た
れ
る
。
即
ち
上
、
中
、
下
の
名
目
を

設
く
れ
ば
次
の
如
き
數
が
前
二
表
か
ら
得
ら
る
＆

上
等
ｌ
田
地
十
町
屋
敷
四
ヶ
所
乃
至
二
ヶ
所
畠
地
二
町
六
段
乃
至
五
段

中
等
ｌ
田
地
五
町
屋
敷
三
ヶ
所
乃
至
一
ヶ
所
・
畠
地
一
町
乃
至
二
段
一
丈

下
等
ｌ
田
地
三
町
屋
敷
二
ヶ
所
乃
至
一
ヶ
所
畠
地
六
段
乃
至
一
段

田
數
の
等
級
は
例
外
な
く
十
町
‐
五
町
，
三
町
－
ご
な
っ
て
ゐ
る
か
、
屋
敷
並
び
に
畠
地
は
多
少
の
開
き
が
あ
る
。
故

に
同
じ
五
町
の
田
地
を
貰
っ
て
も
、
之
に
附
厨
す
る
屋
敷
畠
に
就
て
は
差
等
を
生
す
る
。
こ
れ
は
田
地
ぞ
中
心
一
こ
し
て

配
分
し
、
こ
れ
に
準
じ
て
尾
敷
井
ぴ
に
畠
を
附
加
し
た
も
の
で
あ
る
事
、
前
掲
弘
安
九
年
十
月
十
九
日
付
の
大
友
家
文

配
分
し
、
こ
れ
に
準
渉

書
の
示
す
所
で
あ
る
。

元
憲
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て

一
四
五

●



元
遥
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て
一
四
六

何
人
か
何
れ
の
地
を
賞
．
ご
し
て
受
け
る
か
は
極
め
て
複
雑
な
問
題
で
あ
る
。
特
に
恩
賞
に
あ
ず
か
る
者
の
多
數
に
於

て
は
猶
更
で
あ
る
。
幕
府
よ
り
行
賞
を
委
任
さ
れ
た
大
友
、
少
試
は
、
此
の
時
抽
識
法
を
探
っ
て
興
味
あ
る
決
定
を
な

し
て
ゐ
る
。
即
ち
賞
を
受
く
べ
き
人
員
を
或
は
家
柄
或
は
戦
功
に
よ
っ
て
豫
め
上
、
中
、
下
Ｅ
二
分
し
、
各
々
人
員
に

應
じ
て
給
分
す
べ
き
土
地
を
分
割
し
て
後
脳
を
引
い
て
各
自
の
配
地
を
決
定
し
た
も
の
↓
ご
推
定
さ
れ
る
。
配
分
状
の
末

文
に
あ
る
「
就
二
孔
子
一
配
分
如
ｖ
此
」
な
る
常
套
句
の
「
孔
子
」
は
「
鬮
」
の
常
字
一
ご
考
へ
ら
る
“
で
あ
ら
う
。
か
ゞ

る
抽
識
均
分
法
に
よ
っ
て
常
事
者
は
行
賞
に
開
す
る
煩
頚
な
手
績
を
省
き
そ
の
結
果
に
對
す
る
不
平
争
論
の
防
止
を
計

っ
た
の
で
あ
る
。
次
で
配
分
地
に
於
け
る
所
職
並
び
に
員
搭
費
目
の
問
題
に
移
る
べ
宮
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
配
分
地
の

性
質
に
開
す
る
所
が
多
い
か
ら
次
節
に
説
明
孕
讓
ｂ
、
た
ぷ
此
鹿
で
は
佛
祁
事
料
の
考
察
を
な
す
に
止
め
や
う
。

配
分
状
の
末
尾
に
は
「
有
ｖ
限
佛
紳
事
不
ｙ
可
ｖ
有
二
慨
怠
一
昌
一
こ
い
ふ
句
が
例
外
な
く
あ
る
。
文
永
弘
安
叩
度
の
役
に
祁

牡
佛
寺
が
異
敵
降
伏
を
而
願
斬
祷
し
た
事
は
炳
か
な
事
實
で
あ
り
、
叉
暴
風
の
た
め
敵
船
の
顛
覆
は
、
祁
佛
の
力
而
願

に
よ
る
一
ご
主
張
す
る
に
よ
き
根
艤
を
與
へ
た
。
諸
祗
寺
は
蓮
に
競
っ
て
恩
賞
に
與
か
る
事
を
幕
府
に
諸
奏
し
て
來
た
で

あ
ら
う
。
此
に
對
し
て
幕
府
は
土
地
を
寄
進
し
た
事
も
當
然
で
あ
っ
た
。

〔
島
津
女
書
〕
豊
前
國
上
毛
郡
勤
原
村
地
頭
職
事
、
御
寄
進
壯
遣
ｙ
之
可
，
全
ご
進
正
八
幡
宮
一
也
。
御
願
成
就
異
國
降

伏
之
由
、
可
γ
啓
二
御
寳
前
一
之
旨
可
ｖ
令
二
相
鰯
一
常
宮
総
官
之
状
。
依
ｖ
仰
執
達
如
ｙ
件

弘
安
七
年
二
月
廿
八
日
駿
河
守
在
判
（
業
宗
）

相
模
守
在
判
（
時
宗
）



以
上
に
塞
げ
て
來
た
恩
賞
地
の
み
で
も
相
當
な
數
に
達
し
て
ゐ
る
が
、
幕
府
は
此
等
の
土
地
を
如
何
に
し
て
將
士
に

宛
て
得
た
か
、
如
何
に
検
地
を
行
ひ
陰
田
を
見
出
し
た
－
ご
て
到
底
こ
れ
だ
け
の
土
地
が
得
ら
れ
や
う
筈
は
な
い
。
如
何

な
る
性
質
の
土
地
が
恩
賞
に
宛
て
ら
れ
た
か
は
、
残
さ
れ
た
そ
し
て
叉
最
も
重
要
な
問
題
が
あ
る
。
此
を
知
る
に
は
配

分
以
前
の
恩
賞
地
の
状
態
由
来
を
霊
知
す
る
事
が
必
要
條
件
一
ご
な
っ
て
来
る
。
併
し
乍
ら
此
の
條
件
ぞ
滿
足
せ
し
む
べ

き
史
料
は
遺
憾
乍
ら
管
見
に
入
”
ね
物
頗
る
乏
し
く
許
さ
れ
た
極
少
数
の
材
料
よ
り
推
論
す
る
の
外
は
な
い
。

元
憲
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て
一
四
七

太
宰
少
試
殿

併
し
譜
就
寺
の
望
を
充
す
に
潤
澤
な
土
地
が
得
ら
れ
る
筈
は
な
く
、
幕
府
は
苦
慮
し
正
應
度
の
剛
分
地
に
は
、
付
帯

頁
措
さ
し
て
佛
抑
事
料
を
課
す
べ
き
事
を
明
記
し
た
の
で
あ
る
。
右
の
佛
祁
事
料
の
内
容
は
猫
詳
で
な
い
が
、
前
掲
宗

像
就
家
文
書
總
目
録
中
に
片
鱗
を
見
出
す
事
が
出
來
る
。
肥
前
剛
祁
崎
庄
五
町
分
文
書
こ
し
て
三
通
ぞ
躯
げ
一
通
は
既

述
の
田
地
注
文
並
に
坪
付
の
配
分
状
で
あ
ｈ
綾
い
て

一
通
。
肥
前
國
河
上
官
付
造
誉
用
途
事
探
題
秀
時
證
文
嘉
暦
二
年
九
月
五
日

｜
ご
塞
げ
て
ゐ
る
例
よ
り
す
れ
ば
こ
の
河
上
官
造
鶯
用
途
等
も
正
應
二
年
の
配
分
状
の
員
擴
文
言
に
よ
っ
て
課
徴
せ
ら

れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
此
の
意
味
に
於
て
祗
寺
は
間
接
に
賞
に
典
か
る
權
を
得
、
幕
府
は
武
家
井
ぴ
に
祗
寺
の
二

重
の
要
求
を
容
る
べ
き
活
途
ぞ
此
虚
に
見
出
し
て
ゐ
る
。

五
、
配
分
地
の
性
質



鎌
倉
時
代
守
護
地
頭
補
任
以
來
土
地
知
行
の
賞
状
は
頗
る
使
雑
で
あ
る
、
特
に
庄
園
内
に
於
け
る
錯
雑
せ
る
知
行
形

式
は
、
問
題
を
益
々
困
難
な
ら
し
め
る
。

蒙
古
合
戦
恩
賞
一
こ
し
て
最
も
多
く
眼
に
着
く
も
の
は
地
頭
の
補
任
で
あ
る
。
然
し
此
の
際
の
補
任
地
は
源
平
の
役
或

は
承
久
の
凱
の
時
の
如
く
、
没
官
領
を
以
て
宛
つ
る
事
は
出
來
ぬ
。
自
然
國
衙
庄
園
に
し
て
未
だ
地
頭
無
き
地
に
領
家

庄
民
の
反
對
を
押
切
っ
て
新
地
頭
補
任
を
敢
行
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
初
め
頼
棚
文
治
元
年
天
下
一
般
に
庄
公
を
論

ぜ
ず
守
護
地
頭
を
置
い
た
が
、
院
宮
権
門
の
反
對
起
り
、
終
一
に
翌
年
七
月
地
頭
は
平
家
没
官
領
及
び
謀
叛
人
の
跡
に
の

み
置
く
事
一
こ
し
て
一
般
に
は
是
を
停
止
し
た
。
鎌
倉
幕
府
は
蒙
古
襲
來
の
善
後
策
一
こ
し
て
叉
再
び
地
頭
補
任
を
躯
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
同
じ
地
頭
職
さ
云
っ
て
も
實
質
的
に
は
か
な
り
差
等
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
例

ば
大
友
頼
泰
の
得
た
る
怡
士
庄
志
嘩
方
三
百
町
総
地
頭
職
の
如
き
は
土
地
實
收
の
幾
割
か
の
得
分
あ
る
に
過
ぎ
な
い
が

早
良
郡
七
隈
郷
田
地
三
町
の
地
頭
の
如
き
は
一
圓
知
行
に
近
い
得
分
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
後
者
を
総
地
頭
職
に
對
し

小
地
頭
職
さ
孵
し
た
ら
し
い
。
故
に
一
の
土
地
に
總
地
頭
職
小
地
頭
職
の
二
重
の
地
頭
制
も
出
來
得
た
の
で
あ
る
。
總

地
頭
職
は
名
を
重
ん
す
べ
く
、
小
地
頭
職
は
此
の
時
は
明
に
官
職
に
非
ず
實
收
入
を
得
べ
き
土
地
の
支
配
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
七
隈
郷
、
比
伊
卿
の
地
頭
職
が
二
人
以
上
補
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
を
以
て
も
知
ら
れ
る
。
此
虚
に
於
て
は
、
新
地

頭
の
補
任
は
土
地
の
分
割
を
意
味
す
る
。
七
隈
郷
、
比
伊
郷
の
如
き
は
、
郷
名
を
稀
へ
一
見
公
領
の
や
う
に
見
え
る
が
、

そ
の
實
質
は
庄
園
で
あ
る
。
當
時
多
く
の
國
衙
領
哨
庄
園
全
盛
の
風
潮
に
伴
っ
て
庄
園
化
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
右
の

雨
郷
の
配
常
状
に
は
、
明
に
本
所
の
年
貢
を
怠
悴
あ
る
ま
じ
き
事
孝
一
決
め
て
ゐ
る
。
然
し
此
の
年
貢
一
こ
て
も
、
三
奈
木

元
冠
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て

一
四
八



●

庄
、
神
崎
圧
の
配
分
額
に
對
比
し
て
老
ふ
る
時
は
さ
し
て
莫
大
な
負
推
額
一
こ
も
思
は
れ
ぬ
。
七
隈
、
比
伊
郷
の
本
所
が

何
人
で
あ
り
叉
何
故
に
配
分
せ
ら
れ
た
か
は
不
幸
に
し
て
詳
に
す
る
事
が
出
來
ぬ
が
、
三
奈
木
庄
及
び
抑
崎
庄
に
於
て

は
多
少
手
掛
り
あ
れ
ば
以
下
之
に
閥
し
て
少
し
く
述
べ
て
見
や
う
。

三
奈
木
庄
は
筑
前
國
下
座
郡
に
あ
り
、
今
朝
倉
郡
に
三
奈
木
村
が
あ
る
。
東
頑
寺
文
書
に
よ
れ
ば
同
庄
は
も
と
開
白

藤
原
道
家
の
所
領
で
あ
り
、
、
彼
が
東
禰
寺
を
創
建
す
る
に
際
し
て
寺
に
寄
進
し
た
庄
園
で
あ
る
事
を
知
る
。

〔
東
幅
寺
文
言
（
古
文
書
類
募
上
虚
分
）
後
深
草
天
皇
建
長
二
年
開
白
藤
原
道
家
庭
分
状
總
虎
分
條
々
事

一
、
寺
院
東
禰
寺
（
中
黒
）
寺
領
（
中
黒
）
筑
前
國
三
奈
木
庄
（
中
暑
）

建
長
二
年
十
一
月
日
愚
老
在
御
判

道
家
は
開
白
と
し
て
一
時
榮
華
目
を
驚
か
す
許
ｂ
で
あ
っ
て
、
道
長
と
權
勢
を
井
ぴ
稲
せ
ら
る
ゞ
人
で
あ
る
。
し
か

し
彼
の
晩
年
は
不
遇
の
境
涯
に
立
ち
悲
惨
な
末
路
を
遂
げ
て
ゐ
る
。
即
ち
道
家
は
三
浦
氏
の
事
件
に
座
し
て
北
條
氏
よ

り
關
來
申
次
を
苑
ぜ
ら
れ
、
彼
の
一
門
即
ち
九
條
家
の
勢
力
は
頓
に
凋
溶
を
示
し
、
建
長
三
年
に
は
更
に
九
條
僧
堂
信

了
行
房
の
事
に
よ
り
一
族
勅
勘
を
豪
り
、
翌
年
に
暴
死
し
て
終
っ
て
ゐ
る
。
北
條
氏
は
此
の
九
條
家
の
衰
亡
に
乘
じ
て

氏
寺
と
も
い
ふ
べ
き
東
禰
寺
の
所
領
三
奈
木
庄
に
地
頭
を
介
入
せ
し
め
た
も
の
で
あ
ら
う
。
九
條
家
と
北
條
氏
の
反
目

は
道
家
泰
時
の
頃
に
も
既
に
存
し
て
ゐ
る
。

即
ち
四
條
天
皇
崩
じ
給
ひ
し
時
道
家
は
順
徳
天
皇
の
皇
子
忠
成
親
王
を
立
て
ん
と
す
る
や
、
北
條
泰
時
鶏
か
ず
し
て

士
御
門
天
皇
の
皇
子
邦
仁
親
王
（
即
ち
後
嵯
峨
天
皇
）
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
道
家
の
後
藤
原
氏
宗
家
は
分
裂
し
、
所

元
潅
役
隠
賞
地
の
配
分
に
就
い
て
一
四
九



＄

祁
崎
圧
は
類
聚
國
史
仁
明
天
皇
承
和
三
年
十
月
廿
八
日
癸
亥
の
條
に

「
肥
前
國
祁
崎
郡
空
閑
地
六
百
九
十
町
爲
二
勅
旨
出
］
・
」
と
あ
る
に
起
源
淀
發
し
、
中
世
庄
號
を
郡
へ
て
ゐ
る
が
、

そ
の
範
圃
は
祁
崎
郡
全
部
に
亘
っ
て
ゐ
た
も
の
ゞ
如
く
で
あ
る
。
未
だ
そ
の
中
世
に
於
け
る
沿
革
を
詳
に
し
な
い
が
、

束
鑑
に
よ
れ
ば
文
治
二
年
の
頃
皇
室
御
領
と
な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

〔
東
鑑
〕
（
國
史
大
系
巻
四
）
文
治
二
年
二
月
廿
二
日

一
、
肥
前
國
祁
崎
御
庄
。
可
ｖ
停
二
止
武
士
濫
行
一
事
。
可
ｙ
被
ｙ
仰
二
天
野
遠
内
遠
景
之
許
》
者

八
代
國
治
氏
編
「
莊
園
目
録
」
に
よ
れ
ば
抑
崎
庄
に
就
い
て
後
嵯
峨
院
虚
分
状
の
名
を
塞
げ
「
建
久
二
年
三
月
後
烏
羽

院
二
傳
己
と
註
記
し
て
ゐ
る
・
果
し
て
然
ら
ば
同
御
庄
は
建
久
以
後
は
後
烏
靭
院
領
と
し
て
續
い
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

然
る
に
建
久
よ
り
程
な
く
し
て
承
久
の
兵
飢
起
り
後
烏
勿
上
皇
は
隠
岐
に
流
さ
れ
給
ひ
、
遠
島
に
身
を
終
ら
れ
た
。

承
久
の
乱
に
宮
方
の
多
く
の
所
領
が
没
收
せ
ら
れ
戦
功
の
將
士
に
頒
た
れ
た
事
は
明
で
あ
る
が
，
祁
崎
御
庄
に
就
い
て

は
如
何
で
あ
ら
う
。
武
家
年
代
記
に
よ
れ
ば
幕
府
は
役
後
一
旦
没
收
し
た
後
烏
佃
上
皇
の
御
領
を
悉
く
進
献
し
て
ゐ

元
憲
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て
一
五
○

謂
五
攝
家
を
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
是
は
幕
府
に
と
っ
て
は
朝
廷
を
制
御
す
る
上
に
都
合
の
よ
い
結
果
と
な
っ
た
。
將

軍
頼
嗣
は
北
條
氏
の
爲
に
廃
せ
ら
れ
、
後
嵯
峨
天
皇
の
皇
子
宗
尊
親
王
東
下
さ
れ
、
北
條
氏
の
宿
望
で
あ
る
宮
將
軍
の

擁
立
が
逹
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
北
條
氏
は
抵
抗
力
の
薄
弱
と
な
っ
た
院
、
宮
、
勢
家
の
所
領
に
向
っ
て
も
己

が
勢
力
を
伸
し
て
行
っ
た
。
三
奈
木
庄
地
預
所
地
頭
補
任
か
そ
の
例
で
あ
り
、
次
に
述
べ
る
祁
崎
庄
の
分
割
も
そ
の
例

で
あ
る
。



ノ

ザ
Ｃ
Ｏ〔

武
家
年
代
記
〕
（
國
史
大
系
巻
五
）

（
後
脱
力
）

永
久
三
年
、
以
先
院
御
領
所
々
、
悉
被
進
高
倉
院
・
但
武
家
要
用
之
時
荷
可
返
給
之
由
、
以
義
村
靭
臣
被
申
入
了
、

則
被
許
云
々

右
の
他
書
ゞ
Ｌ
よ
れ
ば
幕
府
は
要
用
の
時
は
返
し
給
ふ
べ
き
旨
を
申
し
入
れ
、
虚
分
権
を
保
留
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

祁
崎
御
庄
も
恐
ら
く
此
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
ゐ
た
も
の
と
察
せ
ら
る
ゞ
・
蒙
古
襲
来
に
よ
っ
て
そ
の
要
用
の
時
が
來
た

幕
府
は
袰
に
保
留
し
た
惟
寺
ぞ
施
行
し
て
抑
崎
庄
を
蒙
古
合
戦
勲
功
賞
と
し
て
戦
功
將
士
に
分
配
し
た
の
で
あ
る
。
庄
の

面
積
か
ら
云
っ
て
も
祁
崎
の
庄
の
分
給
は
戦
功
將
士
令
篦
猫
し
た
最
も
大
き
な
配
分
の
一
つ
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
祁
崎

庄
李
ぞ
配
給
さ
れ
た
者
は
、
地
頭
、
預
垪
の
如
き
名
目
が
配
分
状
に
書
い
て
無
い
か
ら
一
人
宛
り
の
配
分
差
別
は
面
積
一
に

於
て
少
し
と
す
る
も
そ
の
土
地
に
對
し
て
は
庄
園
に
於
け
る
領
家
の
如
き
地
位
に
立
っ
た
も
の
－
こ
思
は
れ
る
。
八
代
氏

莊
園
目
録
に
は
同
庄
は
猶
後
宇
多
院
と
云
っ
て
ゐ
る
か
ら
名
目
は
院
領
と
し
て
存
綴
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
併
し
正
應

二
年
の
配
分
に
よ
っ
て
、
事
實
上
當
庄
は
幾
多
の
個
髄
に
分
裂
し
、
軍
に
本
所
と
し
て
院
を
戴
き
統
制
の
面
目
を
保
っ

た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

上
述
す
る
所
に
よ
り
不
充
分
乍
ら
幕
府
が
恩
賞
地
を
得
る
に
如
何
な
る
方
策
を
採
っ
た
か
は
そ
の
一
端
が
窺
は
れ
る

で
あ
ら
う
。

五
口

六
、
結
言
口

元
志
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て

一

五
一



元
冠
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て
一
五
二

北
條
氏
は
守
護
と
し
て
一
族
を
鎭
西
に
派
し
、
軍
功
あ
る
將
士
に
は
恩
蛍
地
を
同
じ
く
北
部
九
州
各
地
に
配
し
、
此

の
結
果
從
來
平
氏
の
勢
″
下
に
あ
っ
た
鎭
幽
の
地
一
Ｌ
平
氏
授
藩
後
乙
一
に
代
っ
て
次
第
に
勢
力
を
伸
し
て
來
た
。
蒙
古
恩

賞
配
分
地
が
九
州
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
事
は
平
氏
没
官
領
の
多
い
事
も
一
因
を
な
し
て
ゐ
る
と
忠
は
れ
る
。
幕
府
は
庄
園

に
對
し
て
敢
て
地
頭
を
補
任
し
た
が
そ
の
地
頭
は
既
に
職
と
す
る
所
な
く
庄
園
門
の
一
小
部
分
の
領
主
と
な
り
こ
れ
が

爲
め
庄
園
は
分
裂
し
、
地
頭
は
名
目
の
み
と
な
っ
て
來
た
。
勿
論
か
、
る
庄
園
或
は
地
頭
制
の
鐙
質
は
既
に
前
代
よ
り

見
ら
る
、
所
で
あ
る
が
蒙
古
恩
賞
配
分
の
結
果
は
弧
く
此
の
勢
を
助
長
し
た
の
で
あ
る
。

鎌
倉
幕
府
は
兎
も
角
も
行
賞
に
ま
つ
は
る
幾
多
の
問
題
を
掘
行
主
義
を
以
て
断
行
し
一
旦
は
解
決
し
た
の
で
あ
る
。

而
も
猶
恩
賞
に
開
す
る
遺
漏
不
平
は
免
れ
な
か
っ
た
。
永
仁
二
年
一
初
づ
恩
賞
に
對
す
る
訴
訟
を
打
切
っ
た
が
猶
愁
訴

す
る
者
が
絶
へ
た
課
で
は
な
か
っ
た
。

〔
武
雄
趾
文
書
〕

肥
前
國
御
家
人
黒
尾
祗
大
宮
司
藤
原
實
門
謹
言
上
。
欲
早
依
二
合
戦
忠
節
一
任
二
傍
例
一
・
預
二
勲
功
賞
一
者
．
弘
安
四
年

異
賊
合
戦
事
。
（
中
署
）
相
二
漏
牛
均
恩
賞
一
之
條
。
愁
吟
之
至
何
事
如
γ
之
哉
。
旦
如
二
傍
例
一
者
。
致
二
越
所
一
之
輩

面
々
蒙
二
其
賞
一
丁
。
旦
資
門
自
身
被
ｖ
疵
之
條
軍
府
注
進
分
明
也
。
箏
可
三
相
二
漏
卒
均
軍
賞
一
哉
、
如
二
承
及
↓
者
，
防

戦
警
固
迄
輩
皆
以
蒙
二
軍
賞
一
丁
。
何
自
身
手
負
。
資
間
不
ｙ
預
二
忠
賞
一
・
室
逹
二
年
月
一
之
條
Ｊ
尤
叫
ｙ
有
二
御
哀
憐
一
哉

（
下
暑
）

承
仁
四
年
八
月
日



戦
後
最
も
打
唯
を
受
け
た
の
は
幕
府
で
あ
っ
た
。
行
寅
問
題
其
の
他
鎭
西
防
禦
或
は
進
ん
で
外
征
計
劃
等
多
難
な
問

題
は
終
に
幕
府
を
し
て
經
濟
的
に
死
地
に
追
ひ
つ
め
ね
ば
止
ま
な
か
っ
た
。

吾
々
は
此
の
窮
地
に
立
っ
て
恩
賞
問
題
を
虎
理
す
る
幕
府
の
苦
衷
に
一
片
の
同
情
を
寄
す
る
時
、
幾
多
の
思
は
し
か

ら
ざ
る
計
策
敢
行
も
一
面
諒
恕
す
る
所
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
否
奉
る
あ
れ
だ
け
の
手
腕
を
振
っ
た
能
力
に
對
し
て
は

賞
嘆
の
盤
さ
へ
放
ち
度
く
な
る
。
勿
論
北
條
氏
は
此
の
策
に
立
ち
而
し
て
叉
そ
の
策
に
倒
れ
た
の
で
あ
る
が
。

元
潅
役
恩
賞
地
の
配
分
に
就
い
て

①
甲

五
三




